
1 出生数とＮＩＣＵ病床数の推移

出生数は人口動態統計

2 平成19年のＮＩＣＵ必要数(体重別）

出生体重 年間出生数 NICU入院率（％） NICU入院期間(日） ＮＩＣＵ必要数

     ～　999ｇ 314 100 96.4 82.9

1,000～1,499ｇ 479 100 64.9 85.2

1,500～1,999ｇ 1,185 51 24.2 40.1

2,000～2,499ｇ 7,809 11 16.2 38.1

2,500ｇ～ 94,050 1 16.7 43.0

合計 103,837 289.3 出生千対　2.79

 内低出生体重児 9,787

体重別出生数は、人口動態(平成19年）による。499ｇ以下は人口動態統計がないため、999g以下に含まれる。

ＮＩＣＵ入院率、ＮＩＣＵ院期間は

平成19年厚生科学研究「ＮＩＣＵの必要病床数の算定に関する研究」藤村正哲、楠田聡らによる数値を参考。

3 平成20年のＮＩＣＵ必要数(体重別推計値）

出生体重 年間出生推計数 NICU入院率（％） NICU入院期間(日） ＮＩＣＵ必要数

     ～　999ｇ 325 100 96.4 85.9

1,000～1,499ｇ 496 100 64.9 88.2

1,500～1,999ｇ 1,228 51 24.2 41.5

2,000～2,499ｇ 8,091 11 16.2 39.5

2,500ｇ～ 95,875 1 16.7 43.9

合計 106,015 299.0 出生千対　2.82

 内低出生体重児 10,140 (速報値）

低出生体重児(19年　9,787　　　20年速報値　10,140（19年比1.036の増加））

平成20年の体重別低出生児数は、19年の1.036倍を体重別数に一律に乗じた

ＮＩＣＵ入院率、ＮＩＣＵ入院期間は

平成19年厚生科学研究「ＮＩＣＵの必要病床数の算定に関する研究」藤村正哲、楠田聡らによる数値を参考。

体重別

体重別

ＮＩＣＵ整備目標について
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ＮＩＣＵ数(年度末・実績） 148 160 168 171 171 168 174 186 189 195 195 207 219

出生数×30/10,000 293.718 296.88 293.877 300.627 295.263 300.354 295.602 297.816 289.626 305.022 311.511 318.045

出生数 97906 98960 97959 100209 98421 100118 98534 99272 96542 101674 103837 106015

9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

21年は、NICU病床数は12月1日現在のものである。

資　料　３
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4 低出生体重児数の推移

出典：人口動態統計

5 低出生体重児の割合の推移

出典：人口動態統計
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区部 87.59046 87.76463 92.9921 91.78431 95.20966 95.21435 94.91821 94.50717 94.91483

多摩部 85.04146 82.97265 88.49765 89.83932 93.50534 92.73315 92.51572 93.5676 97.04406

東京都全体 86.60899 86.12999 91.51202 91.1462 94.59868 94.31128 94.06535 94.25349 95.64684
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6 母の年齢の推移（全体）

出典：人口動態統計

7 母の年齢の割合の推移(全体）

年齢不詳を除く 出典：人口動態統計
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8 母の年齢の推移(第一子）

出典：人口動態統計

9 母の年齢の割合の推移(第一子）

出典：人口動態統計
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10 出産年齢別の出生体重児数

出典：母子医療統計

(割合）

出典：母子医療統計

11 出産年齢別の出生体重の割合（初産）

出典：母子医療統計
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12 平均初婚年齢の推移

出典：人口動態統計

13 単産・複産別の分娩件数

出典：人口動態統計

14 周産期母子医療センター（ＮＩＣＵ・ＧＣＵ）の利用者住所別の割合
(平成15年入院者）

出典：母子医療統計
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双子 890 937 999 965 1148 1134 1091 1137 1143 1175 1148

三つ子以上 20 34 26 21 32 19 19 23 16 12 9

単産 100217 99088 102156 100321 100633 99146 99954 97039 102118 104071 106416

10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年

死産の単産、複産の不詳を含む
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15 出生数の推移(予測)

16 全国の出生数高位推計の減少率を用いた東京都の推計

全国の推計値は、国立社会保障・人口問題研究所平成19年から、実数は人口動態調査

都の推計値は、国の高位推計の推移と実数の差の比率から試算
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国 高位推計 1114713 1078968 1056397 1035279 1016452 1000424 987253 976540 967580

国 前年度比 0.9800094 0.9818146 0.9842314 0.9868346 0.9891487 0.9908247

国 実数 1062530 1092672 1089818 1091150

東京都 実数 96542 101674 103837 106018

東京都 推計値 103898.64 102009.2 100400.66 99078.839 98003.703 97104.494

東京都 補正推計値 107015.6 105069.47 103412.68 102051.2 100943.81 100017.63

17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

東京都の推計は、高位推計の減少率を東京都に当てはめた数
補正推計値は、20年の国の出生数と推計値の差(比率：１．０３）を都に当てはめた数

高位推計の１．０３倍
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国出生数 高位推計 1114713 1078968 1056397 1035279 1016452 1000424 987253 976540 967580

国出生数 中位推計 1089870 1022168 986916 959950 934629 911130 889574 869963 852201

国出生数 低位推計 1068376 955476 899694 863422 830112 800276 774103 751423 731910

国出生数 実数 1092672 1089818 1091150

東京都出生数　 実数 101674 103837 106018

全国に占める東京都の割合 0.093051 0.095279 0.097162

18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

全国の推計値は、国立社会保障・人口問題研究所平成19年から、実数は人口動
調査
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17 東京都の人口の将来推計

18 合計特殊出生率の推移

出典：人口動態統計年報
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東京都　男女年齢(5歳階級）別人口の予測
＊は、国勢調査結果による
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ＮＩＣＵ整備目標 （平成26年目標）

現状

平成9年以降、都内全体を一つの圏域としてＮＩＣＵ200床の整備を目標としてきた。

200床確保後も整備を推進してきた。

ＮＩＣＵ増加を必要とする要因（増加要因）

出生1万対25～30床　(国の整備指針（案））

⇒　平成20年の出生数では、265床（1万対25）から318床(１万対30）

低出生体重児数の増加

⇒　　平成20年に初めて10,000人を超える

低出生体重児の割合の増加

⇒　平成20年の出生では、10人に一人が低出生体重児

晩産化の進行

⇒　平成20年は、約70％が30歳以上の母からの出生　

晩婚化の進行(平均初婚年齢が国平均より高い）

⇒　東京の妻の平均初婚年齢は上昇し、平成20年は約30歳

不妊治療等による複産分娩件数の増加

⇒　同時に複数のＮＩＣＵが必要

他の地域からの搬送

ＮＩＣＵ減少にかかる要因（減少要因）

出生数の減少

⇒　平成26年は、平成17年、平成18年のレベルに減少

　ただし、実際の出生数は推計値よりも多いので、実際の出生数は推計値より

　多くなると考えられる。

20～44歳の女性人口の減少

⇒　20歳代、30歳代前半は減少、30歳代後半は平成27年は17年とほぼ同数

現時点で300床の整備が必要　（東京都の出生分で1万対28床が推計値）
今後、出生数は減少する一方、増加要因はさらに上昇することが予想される

当面の間（平成26年まで）出生数の1万対30床を基本に整備目標を定める

平成20年出生数の１万対30の318床(約320床）

－9－


